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https://www.100test.com/kao_ti2020/289/2021_2022__E6_96_B0_E

4_B8_96_E7_95_8C_E8_c105_289820.htm ラブレタでいいじゃ

ない？ 大学で、ぼくは文章の作り方と本のみ方を教えてい

る。文章はでもけるし、また本はでもめる。だから、たい

ていの人たちは、自己流にき、自己流にむ。それでなんと

なく通じるし、少し不があっても、人生にはやらなきゃな

らないことが炊く差なるので、少々のあるき方、み方でも

、①そのままになってしまうのだ。もちろん、ぼくは文章

の人ではないし、人とはう深いみ方ができるわけでもない

。けれど、文章をみ、くことの家として、若い人たちに少

しはアドバイスできるのじゃないかと思って、②そんな授

をやっている。学生たちを教えていて、まず感じるのは、

得意な分野と不得意な分野がはっきりしていることだ。た

とえば、「私がこのを受ける理由」なんてテマを出される

と、まるで面接官の前でカチカチになってるみたいに「わ

たしがこのを受けたいを思うのは、なにより、文章がうま

くなりたいからです。なぜなら、わたしは文章をくのが苦

手で、それでは就にも不利だからです」といった具合にき

出す。まるで余裕がない。いわねばならぬことだけを、ど

んどんこうとする。焦っているから、文章が、ただずらず

らんでいるだけになる。そして、なにより、③そういう文

章には魅力がない。（④）、一つ一つの文章の、あれやこ

れやをあげつらっても仕方がない。ああけ、そうじゃない

、といえばいうほど、いわれるほうは萎していく。そうい



う、ぼくはラヴレタをかせる。ほんとうは在の相手がいい

。それじゃあ、人情の漏（？）になるから、架空の相手が

いい。そのほうが自由にける。そうやって、生徒たちがい

てきたものの多くは、ほんとに面白い。なにより、生き生

きしている。きみたち、ほんとうは、文章をくのが得意じ

ゃないか。⑤ぼくはそういいたくなる。明治の作家のより

も、きみたちのラヴレタの方が、しく思いやりとユモアに

ちているぞ。その子だよ。いいかい、文章は、そもそもラ

ブレタなんだ。つまり、どうしてもえたい相手に、どうし

てもえたいメッセジを送る。それがラヴレタであり、そし

てあらゆる文章がそうなのだ。「わたしはあなたが好きな

ので、わたしと付き合いませんか。あなたにとってもいじ

ゃないと思いますが」なんてラブレタをくやつはいない。

たとえば「ちょっとかせちゃうかもしれませんね。でも、

おねがい。最後までんでください」とか「きみをはじめて

たのは、入学式だったっけ。待てよ、ごめん、ぼくは、入

学式には刻して出てなかった」とか工夫するではありませ

んか。いつも、相手のことを考える。それが、とりあえず

の文章の意、ではなく、⑥文章の礼なんです。 （高 源一郎

『ラヴレタでいいじゃない？』MammoTV

(http://www.mammotv.tv/index2.php)2005年０６－０４号） 自

己流：他人の指を受けないで自分で考え出したやり方、自

分流人：ある方面に多くのやれた才能を持っている人アド

ヴァイス：アドバイス焦る：早くしよう、うまくしようと

思って、いらいらすることなにより：この上なく、もっと

もあげつらう：欠点や短所を必要以上に言う萎：元がなく



なって小さくなること在：本当に存在すること漏：秘密な

どが他の人に知られてしまうことラヴレタ：ラブレタそも

そも：もともと、はじめからとりあえずの：第一の、まず

最初の意：物事の中心となっている大切なところ １ ①「そ

のままになってしまうのだ」とあるが、何がそのままにな

っているのか。１ 人生でやらなければならないこと２ み方

やき方がおかしいこと３ 文章の作り方を教えること４ 人生

で不に思うこと ２ ②「そんな授をやっている」とあるが、

どんな授なのか。１ 若い人に人とはうみ方をさせる授２ 文

章をく家を育てる授３ 文章の家としてアドヴァイスをする

授４ のない文章をく授 ３ ③「そういう文章には魅力がない

」といのは、どういう文章のことか。１ 言わなければなら

ないことだけがずらずらんでいる文章２ 面接官の前でカチ

カチになってく文章３ きたいことをどんどんいた文章４ 就

のためにかなければならぬことをいた文章 ４ （④）に入る

最も当な言はどれか。１ にもかかわらず２ そればかりでな

く３ だからといって４ どれでは ５ ⑤「ぼくはそういいた

くなる」とあるが、どうして者はいいたくなったのか。１ 

ラヴレタをくのはしかったから。２ 生徒は明治の作家より

文をくのが上手だったから。３ 生徒の分が生き生きとして

面白かったから。４ 架空の相手だと自由にかけたから ６ ⑥

「文章の礼なんです」とあるが、ここでいう文章の礼とは

どういうものか。１ えたい相手にだけメッセジがえるよう

にくこと２ 作家よりもユモアにちた文章をくこと３ ラヴレ

タのようにし言でくこと４ 相手のことをまず考えてくこと 
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